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研究協力のお願い
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研究内容説明書
1単施設研究用I

昭和大学横浜市北部病院では、 下記の臨床研究を行います。研究目的や研究方法
は以下の通りです。 この掲示などによるお知らせの後、 臨床情報の研究使用を許可
しない旨のご連絡がない場合においては、 ご同意をいただいたものとして実施され
ます。皆様方におかれましては研究の趣旨をご理解いただき、本研究へのご協力を

賜りますようお願い申し上げます。
この研 への 加を 望されない 合、また、 研究に するご 月は申い合 せ

先へ電話等にてご連絡ください。

研究課題名：大腸内視鏡コンピュ ーター検出支援ソフトウェアの評価

1. 研究の対象
2020年2月から2028年3月までの期間に当院で大腸内視鏡検査を受けられた方

2. 研究目的・方法
世界的な主要がん死因である大腸がん（本邦では2015年度罹患数13万人／年で、全がん種中1位）は

内視鏡による適切な検査·治療を行うことで根絶可能です。 しかし実臨床の病変検出率に目を向けると
ポリ ー プ（腫瘍性・非腫瘍性の両方）の21-40％が見落とされているという報告があります。 この問題に
対し、 われわれは最新の「人工知能」を内視鏡に融合させることで解決するという着想の下、 ディ ー プ
ラ ーニング（機械学習の手法の一 つ）を用いた大腸ポリープ検出支援プログラム(EndoBRAIN-EYE)を開
発してまいりました。 今回、EndoBRAIN-EYEを使用することで実際の検出率がどのように変化するかに 
ついて検討するため本研究を計画しました。

研究期間
昭和大学横浜市北部病院臨床試験審査委員会承認後、 病院長の研究実施許可を得てから
2028年3月31 日まで

3. 研究に用いる試料・情報の種類

情報：性別、 年齢、 大著内視鏡検査の目的、 発見したポリープの情報、 切除したポリープの病理診断

資料：なし

4. お問い合わせ先
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